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鄭

家

屯

に

於

け

る

獸

皮

集

散

大

正
八
年
中
、
鄭
家

屯
市
揚
に
集
散
し
た
る
獣
皮
は
各
種
合
計

二
十
六
萬

二
千
鯨
枚
に

し
て
内

一
萬
枚
以
上
に
達
し
た

る
も
の
は
騨
馬
皮
、
牛
皮

、
羊
皮

猫
皮
、
黄
皮

、
犬
療
、
兎
子
皮

の
七
種
に
し
て
其
他
騙
皮

、
狼
子

皮
、
狼
皮
、
狐
皮
、
家
鼠
皮
、
狢
子
皮
等
を
産
出
す
,
今
以
上
列

記
し
た
る
各
種
皮
類
の
産
出
數
量
就
に
價
格
及
主
孜
る
塵
地
を
示

せ
ば
左
の
如
し
.

 
(
イ
)
 騾
馬
皮

本
年
中
當
市
場
に
上
市
し

た
る
駆
馬

皮

は
總
計

三
萬
五
千
枚
に
し
て
毎
枚

の
價
格
小
洋
銀

七
元
五
十
仙
前
後
と
す

其
内
鄭
家
屯
及
附
近
の
蒙
古
人
部
落
よ
6
出
で

た
る
も
の

一
萬
五

千
枚
、
挑
南
よ
め

一
萬

二
千
枚
、
白
昔
打
來
よ
り
八
千
放

の
入
市

あ
り
た
る
が
内
三
千
枚
は
鄭
家
屯
に
て
靱

し
た
る
上
夫
々
消
費
せ

ら
れ
た
る
が
残
數
三
萬

二
千
枚
は
奉
天
に
移
出
せ
ら
れ
た
り
。

 
(
ロ
)
 
牛
皮

同
年
中
當
市
場

に
集
散
し
た
る
生
牛
皮
は
合
計
四



萬
五
千
枚
に
し
て
内
鄭
家
屯
及
附
近
蒙
古
人
部
落
よ
り
二
萬
枚
.

沸
南
よ
り

一
萬
五
千
枚
、
白
音
打
來
よ
り

一
萬
放

の
入
市
を
見
た

る
が
其
内
大
牛
皮
 
(十

一
斤
以
上
)
 は

一
萬

二
千
枚
に
し
て
織
格
毎

斤
小
洋
銀

輔
元
二
十
仙
、
中
牛
皮
 
(十
斤
以
上
)
 一
萬
五
千
放
同
じ

く

=
兀
、
小
牛
皮
 
(七
、
八
斤
以
上
二

萬
枚
同
じ
く

八
十
仙

の
相
場

な
り
と
す
、
又
胎
牛
皮
と
繕
す
る
四
、
五
斤
位

の
當
歳
牛
皮
は
へ

千
放

に
し

て
飼
じ
く
毎
斤
七
、
八
十
仙
に
て
取
引
せ
ら
れ
た
り
、

而
し

て
此
等
牛
皮

の
賞
地
に
て
鞭
皮
健
ら
れ
た
る
は
僅
に
二
千
枚

弱
に
し
て
他
は
奉
天
.
大
蓮
蛇
に
瞥

口
に
移
出
せ
ら
れ
た
参
。  

(

ハ
)
 
驢
皮

騙
皮

は
騾
馬
皮
、
半
皮
に
比
し
て
遙
に
少
數

に
し

て
鄭
家
屯

一
帶

よ
り
ニ
チ
教
.
洗
南
よ
り
千
五
百
枚
、
白
書
打
來

よ
り
千
五
百
枚
合
計
五
千
枚
の
入
市
あ
り
た
る
に
掲
ぎ
ず
し
て
價

格
は
毎
放
小
洋
銀
五
元
内
外
に
て
取
引
せ
ら
れ
た
り
、
殆
と
全
數

奉
天
に
移
出
す
.  

(

ニ
)
 
羊
皮

入
憲
し
た
る
羊
皮
は
總
計
十
萬
枚
に
し
て
鄭
家
屯

附
近
の
蒙
古
人
綿
落
よ
り
五
萬
枚
,
挑
南
よ
も
三
萬
枚
、
白
昔
打

爽
よ
ら
二
萬
敦
の
協
脊
な
る
が
其
内

一
部
を
當
地
に
て
靱
し
防
寒

用
其
他
等
に
清
費
し
カ
る
外
大
部

は
是
を
奉
天
に
移
出
し
た
う
。

 
(
ホ
)
 擢
子
皮

灌
子
皮
は
逐
年
産
出
減
退
の

一
方
に
し
て
同
年

中
當
市
場
に
出
で

た
る
は
僅
に
三
百
枚
に
過
ぎ
ず
し
て
鄭
家
屯
及

附
近

一
帶
よ
り
百
放
、
挑
南
よ
り
百
五
十
枚
、
白
音
打
來
よ
り
五

十
枚
の
入
荷
あ
り
た
り
、
毎
枚

一
元
五
十
仙
内
外
の
相
場
に
し
て

右
三
百
枚
の
中
當
地
皮
舖
に
て
靱
皮
し
た
る
も
の
五
十
枚
.
他
二

百
五
十
枚
は
奉
天
に
移
出
せ
り
、 
(

ヘ
)
 
狼
皮

狼
皮
は
鄭
家
屯
虹
に
挑
南
附
近

一
帶
が
逐
年
開
墾

せ
ら
る

ゝ
に
伴
れ
産
鐵
滅
少
の
傾
向
著
し
く
八
年
中
に
於
て
は
僅

に
二
百
枚
の
入
市
を
見
た
る
に
過
ぎ
ず
内
鄭
家
屯
及
附
蓮
蒙

古
人

部
落
よ
轟
七
十
放
、
挑
南
よ
り
百
枚
、
白
音
打
來
よ

わ
三
十
枚
に

し
て
挑
南
産
品
質
尤
も
良
し
く
時
價
大
小
平
均
十
五
元
内
外
な
り

と
す
、
面
し
て
當
地
に
て
繰
し
た
る
も
の
五
十
枚
、
奉
天
に
移
出

t
た
る
も
の
百
五
十
枚
と
す
。

 
(
ト
)
 猫
皮

猫
皮
は
鄭
家
屯
及
附
近
よ
り
産
出
す
る
も
の
最
も

多
く
し
て
挑
南
及
白
音
打
來
よ
り
入
市
し
た
る
も
の
を
合
計
す
れ

ば

一
萬
枚
に
達
す
、
内
當
地
皮
舗
に
て
鞭
し
た
る
も
の
千
五
百
枚

に
し
て
生
皮

の
儘
奉
天
に
移
出
し
た
る
も
の
八
千
五
百
枚
と
す
、

價
格
は
鞭
し
た
る
も

り
一
枚
小
洋
銀

=
兀
六
、
七
十
仙
、
生
皮

一

元
四
、
五
十
紬
の
相
場
な
シ
、

 
(
チ
)
 黄
一皮

鄭
家
屯

一
蜘軍
よ
り

一
萬
枚

、
蝋挑
南
よ
り
八
♂十
枚
、
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白
音
打
來
よ
り
七
千
枚
合
計

二
萬
五
千
枚

の
入
市
あ
り
た
り
、
價

格
は
雄
皮
小
洋
銀

三
元
、
雌
皮
同

一
元
五
十
仙
の
相
場
に
し
て
當

時

に
て
約
五
千
放
を
消
費
す
る
外
他
は
全
部
奉

天
に

移

出
せ

ら

る
。

 
(
リ
)
 狐
狸
皮

本
年
中
當
地
に
入
市
し
た
る
狐
狸
皮
は
總
計
千

五
百
枚
に
し
て
内
鄭
家
屯

よ
ウ
三
百
枚
、
挑
南
よ
り
千
枚
、
白
音

打
來
よ
り
二
百
枚
と
す
、
價
格
は

桶
枚
に
付

小
洋
銀
二
十
七
元
乃

至
二
十
八
、
九

元
に
し
て
内

二
百
放

は
當
地
に
て
繰
し
た
る
外
千

一二
百
枚
は
奉
天
に
移
出
す
。

 
(
ヌ
)
 狗
皮

狗
皮
は
當
地
に
集
散
す
る
皮
類
中
尤
も
重
要
な
る

も

の
に
し
て
防
寒
服
又
は
防
寒
敷
物
と
し
て
支
那
人
中
流
以
下
に

愛
用
せ
ら
る
、
而
し
て
八
年
中
當
市
場
に
出
で
た
る
は
總
計
二
萬

五
千
枚
に
し
て
内
鄭
家
屯
及
附
近
蒙
古
人
落
よ
り

一
萬

二
千
枚
挑

南

よ
り
八
千
枚
、
白
音
打
來
よ
り
五
千
枚
と
す
、
價
格
は
平
均

一

放
小
洋
銀
二
元
五
十
仙
に
し
て
三
千
五
百
枚
は
當
地
に
て
靱
し
二

萬
千
五
百
枚
は
奉
天

へ
移
出
せ
ら
れ
た
り
。

 
(
ル
)
 兎
子
皮

兎
子
皮
は
最
も
下
賎
な
る
皮
に
し
て
下
層
肚
會

の
防
寒
品
と
な

り
帽
子
、
靴
裏
又
は
襟
等
之
使
用
せ
ら
る
、
當
地

に
集
散
し
た
る
も
の
總
計

一
萬
六
千
枚
に
し
て
内
鄭
家
屯
及
附
近

の
蒙
古
人
部
落
よ
り
七
千
枚
挑
南
よ
り
五
千
枚
、
白
音
打
來
よ
り

四
千
枚
の
入
市
を
見
た
り
.
價
格
は
捕
獲
の
時
期
に
よ
り
て
異
れ

る
が
春
皮
僅
に
六
、
七
仙
に
し
て
冬
皮

は
約
十
仙
内
外
な
り
と
す

本
街
に
て
鞭
皮
し

た
る
も
の
二
千
枚
他
の

一
萬
四
千
枚
は
奉
夫

に

移
出
せ
ら
れ
π
り
。

 
(
ヲ
)
 家
鼠
皮

家
鼠
皮
は
鄭
家
屯
よ
り
八
百
枚
、
挑
南

よ
り
五

百
枚
、
白
音
打
來
よ
り
二
百
枚
合
計
千
五
百
枚
の
入
市
を
見
た
る

が
價
格
は
毎
枚
五
十
仙
見
當

な
り
と
す
、
當
地
に
て
糠
皮
し
た
る

も
の
二
、
三
百
枚
に
し
て
他
は
全
部
奉

天
に
移
出

し
た
り
。

 
(
ワ
)
 狢
子
皮

狢
子
皮
は
支
那
人
防
寒
着
と
し
て
當
地
方
に
て

は
極

め
て
愛
用
せ
ら
る
八
年
中
の
入
市
高
は
僅
に
千
枚
に
し
て
内

鄭
家
屯
及
附
近
よ
り
四
百
枚
、
挑
南
よ
り
四
百
枚
・
白
昔
打
來
よ

り
二
百
放
な
り
と
す
、
價
格
は
毎
枚
小
洋
銀
十
三
元
内
外
に
し
て

内
當
地
に

て
繰
し
た
る
祇
の
二
百
枚
、
奉
天
に
移
出
し

た
る
も
の

八
百
枚
と
す
。
 
(大正
九
、五
、
二
八
附
在
鄭
家
屯
帝
國
領
事
代
理
福
領
事
報
告
)
 


